



── “Chiefl y about War-Matters” を読む
本発表では、ナサニエル・ホーソーンの「主に戦事について」（“Chiefl y 
about War-Matters. By a Peaceable Man,” 1862）を取り上げた。この作品は、



























ピューリタン革命（English Civil War）への作中の言及と南北戦争（American 
Civil War）当時にオリヴァー・クロムウェルになぞらえられ崇拝された奴隷解
放論者ジョン・ブラウンとの関係である。その結果、浮かび上がってきたのは、
南北戦争中の人々が陥った単眼思考にあえて抵抗する作家の姿である。「主に
戦事について」は、本文削除と抑圧的な注によって同時代の言論・思想統制を
目に見える形で提示し、そうすることによってそのような統制を批判するのみ
ならず、本文と注を併置することによって複数の視点とそれらが可能にする討
論、すなわち民主主義の要諦を守る実践にもなっていると結論づけた。
